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３ 道路上における死に至る危険性 

 

厚生労働省の「人口動態統計」によれば、平成２０年中の「不慮の事故」（転倒・転落、不慮の溺死、

不慮の窒息、火災、交通事故等）による死亡数は３万８，１５３人である。 

このうち、道路交通事故による死亡数（事故発生後１年を超えて死亡した者及び後遺症により死亡し

た者の数を除く。）は７，３１４人である。 

一方、平成２０年の内閣府調査によると、１日のうちの道路上にいる平均時間が１時間４５分であり、

これらにより、道路上にいる時間とその他の時間（自宅や職場等にいる時間）の単位時間当たりの死者

数を比較すると、次のようになる。 

前回計画時の数値に比べ、道路上の危険は相対的に低下しているものの、その危険性は相変わらず高

いものとなっている。 

 

不慮の事故による死亡数 総数 ３８，１５３人 

道路交通事故による死亡数    ７，３１４人 

 

 

＝ 

７，３１４人 

＝ 

３．０倍 

（前回計画時

4.2倍） 

＜道路上の危険＞ １時間４５分 

＜道路以外の危険＞ （３８，１５３人－７，３１４人） 

 （２４時間－１時間４５分） 

 

なお、睡眠時間７時間２２分（１０歳以上、平日の値、NHK放送文化研究所「国民生活時間調査報告書」H18

年）を道路以外の生活場所で過ごす時間から除いた場合では、 

 

 

＝ 

７，３１４人 

＝ 

２．０倍 

（前回計画時

2.7倍） 

＜道路上の危険＞ １時間４５分 

＜睡眠時間を除いた （３８，１５３人－７，３１４人） 

  道路以外の危険＞ （２４時間－１時間４５分－７時間２２分） 

 

 

 

 

 

図１　交通事故についてどのように考えているか
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注１ 平成２１年度内閣府調べ 

注２ 対象は全国の二輪免許保有可能な１６歳以上の男女（標本数：回収ベースで２，０７２標本）。 



 

４ 道路交通事故による経済的損失 

 

 内閣府の「交通事故の被害・損失の経済的分析に関する調査研究」（平成１９年３月）によると、道路交

通事故による経済的損失は、６兆７，４５７億円と算定された。 

 これは、１年間の交通事故によって生じる損失のうち、金銭的損失である医療費、慰謝料、逸失利益等

の人的損失、車両・構築物の修理費等の物的損失、交通事故に係る救急搬送費用、警察の事故処理費用、

裁判費用、保険運営費用、渋滞の損失等に加え、交通事故による痛み、苦しみ、生活の喜びを享受できな

くなることなどの非金銭的損失を交通事故による損失と捉え、このうち死亡損失について算定したもので

ある。 

＜交通事故による経済的損失＞ 

 損失額（億円） 

金銭的損失 

 人的損失 １４，８４０ 

物的損失 １７，８１４ 

事業主体の損失 ９９９ 

各種公的機関等の損失 １０，５０４ 

非金銭的損失 

 死亡損失 ２３，３００ 

合計     ６７，４５７ 

 

（注）単位未満の数値は四捨五入により整理してあるので、合計と一致しない。 

  

本調査研究は平成１６年度時点のデータに基づき算定。なお、「死亡損失」の算定においては、厚生統計

における平成１６年の交通事故による死者数（１０，３１８人）を使用した。 

なお、従来の検討においては、金銭的損失のみにより交通事故による損失を算定していたところである

が、上記の調査研究において、非金銭的損失を含めて算定した結果、死亡による１名あたりの損失額は約

２．６億円（うち、非金銭的損失は約２．３億円）となり、諸外国と同程度の水準となった。一方で、交

通事故による痛み、苦しみ、生活の喜びを享受できなくなることなどの非金銭的損失のうち、交通事故に

よる負傷に伴う損失については算定されておらず、今後の検討課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

数 1,242 1,330 1,467 1,528 1,415 1,444 1,632 1,577 1,612 1,659

指数 100 107 118 123 114 116 131 127 130 134

数 39 28 33 28 25 26 26 26 13 22

指数 100 72 85 72 64 67 67 67 33 56

数 890 1,032 1,147 1,088 1,051 1,051 1,208 1,136 1,115 1,088

指数 100 116 129 122 118 118 136 128 125 122

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

58 43 57 52 39 35 26 24 25 27

59.8 60.8 63.3 65.0 60.9 57.4 50.0 48.0 65.8 55.1

39 28 33 28 25 26 26 26 13 22

40.2 39.2 36.7 35.0 39.1 42.6 50.0 52.0 34.2 44.9

注２　平成１３年を１００とした指数

注２　第１当事者、第２当事者にかかわらず、高齢者が当事者となった死亡事故全ての事故を集計

構成率（％）

注３　第１当事者、第２当事者にかかわらず、高齢者が当事者となった事故全ての事故を集計

６　死者数に占める高齢死者数の割合

注１　山梨県警察本部資料　

人数（人）

構成率（％）

人数（人）

５　高齢者（６５歳以上）の交通事故の推移

注１　山梨県警察本部資料　

発生件数（件）

死者数（人）

負傷者数（人）

６４歳以下

６５歳以上
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平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

人数（人） 20 15 17 15 12 13 15 10 4 14

構成率（％） 51.3 53.6 51.5 53.6 48.0 50.0 57.7 38.5 30.8 63.6

人数（人） 3 2 4 2 2 1 2 3 1 0

構成率（％） 7.7 7.1 12.1 7.1 8.0 3.8 7.7 11.5 7.7 0.0

人数（人） 23 17 21 17 14 14 17 13 5 14

構成率（％） 59.0 60.7 63.6 60.7 56.0 53.8 65.4 50.0 38.5 63.6

39 28 33 28 25 26 26 26 13 22

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

81 60 76 69 55 53 41 35 32 38

80.2 81.7 81.6 84.1 83.6 84.9 73.2 57.1 81.2 71.1

16 11 14 11 9 8 11 15 6 11

19.8 18.3 18.4 15.9 16.4 15.1 26.8 42.9 18.8 28.9

７　高齢死亡事故に占める歩行者事故及び自転車事故の割合

６５歳以上
件数（件）

全高齢死者数（人）

歩行中事故

注　山梨県警察本部資料　

自転車乗車中事故

歩行中又は
自転車乗車中事故

の合計

注２　第１当事者、第２当事者にかかわらず、高齢者が当事者となった死亡事故全ての事故について調査

構成率

注１　山梨県警察本部資料　

６４歳以下
件数（件）

構成率

８　死亡事故における第１当事者の年齢別の推移
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平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

71 50 62 45 44 40 33 36 32 29

73.2 70.4 68.9 56.3 68.8 65.6 63.5 72.0 84.2 59.2

26 21 28 35 20 21 19 14 6 20

26.8 29.6 31.1 43.8 31.3 34.4 36.5 28.0 15.8 40.8

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

山梨 10.92 7.99 10.13 9.01 7.21 6.90 5.88 5.70 4.30 5.54

全国 6.89 6.56 6.07 5.80 5.41 4.97 4.50 4.03 3.85 3.81

全国順位 44 25 47 41 31 33 29 34 16 36

山梨 1,109.8 1,137.5 1,152.5 1,111.6 1,076.8 1,066.7 1,057.6 969.9 996.5 951.6

全国 927.8 916.4 925.8 926.6 905.5 859.5 809.6 740.0 713.8 702.0

注　山梨県警察本部資料

１０　　１０万人当たりの死者数、負傷者数の割合

１０万人当たりの
死者数（人）

１０万人当たりの
負傷者数（人）

構成率（％）

９　全交通事故死者数に占める歩行者死者の割合

注１　山梨県警察本部資料　

歩行者を除く

歩行者

人数（人）

構成率（％）

人数（人）
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平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

山梨 3.59 2.76 2.56 2.39 1.90 1.75 1.30 1.08 1.02 1.10

全国 2.76 2.24 1.80 1.67 1.55 1.27 0.96 0.86 0.82 0.80

44 46 46 44 42 43 39 44 44 34

山梨 9.89 10.29 7.06 10.53 7.94 3.39 11.54 10.00 2.63 13.04

全国 14.71 13.02 10.80 10.45 10.96 10.40 8.13 6.77 6.66 6.54

41 40 40 34 39 14 31 39 33 43

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

山梨 67.7 90.1 90.1 90.7 90.1 91.6 95.2 96.3 96.9 97.7

全国 83.9 88.1 89.4 90.7 92.4 93.8 95.0 95.9 96.6 97.3

47 16 22 25 38 38 26 20 24 17

山梨 30.8 51.8 56.5 29.0 16.0 49.0 50.0 51.5 61.5 66.0

全国 44.7 52.4 51.7 47.4 49.1 49.4 46.9 50.2 54.8 56.8

45 28 15 43 47 24 17 19 11 10

注１　シートベルト着用率は、運転席のみ

注３　（社）日本自動車連盟（平成１４年からは警察との合同）の全国調査

注２　山梨県警察本部資料

全国順位

注　山梨県警察本部資料

全国順位

チャイルドシート着用率
（％）

１２　　シートベルト、チャイルドシートの着用状況の推移

全国順位

シートベルト着用率
（％）

全国順位

１１　　交通事故に占める飲酒事故の割合

全事故に占める
飲酒事故の構成率

（％）

死亡事故に占める
飲酒事故の構成率

（％）
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平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

46 28 38 30 30 23 16 15 14 19

35 17 23 17 15 9 7 7 7 11

76.1 60.7 60.5 56.7 50.0 39.1 43.8 46.7 50.0 57.9

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

2,684 2,663 2,543 2,541 2,379 2,442 2,229 1,948 1,959 1,919

100 99 95 95 89 91 83 73 73 71

348 420 403 434 398 410 413 379 384 367

100 121 116 125 114 118 119 109 110 105

98 103 110 108 118 85 90 120 90 111

100 105 112 110 120 87 92 122 92 113

195 185 186 170 184 129 153 137 145 122

100 95 95 87 94 66 78 70 74 63

53 64 42 36 38 35 26 26 26 16

100 121 79 68 72 66 49 49 49 30

１４　　若者事故（２４歳以下 ）の交通事故の推移

幼（園）児

件数（件）

指数

着用対象者（人）

非着用者（人）

非着用率（％）

指数

件数（件）

指数

件数（件）

指数

件数（件）

注１　山梨県警察本部資料         注２　平成１３年を１００とした指数

１３　　死亡事故におけるシートベルト着用状況の割合

注　山梨県警察本部資料
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885 880 877 871 867

848,197 849,092 843,039 839,991 837,861

127,757 127,757 127,771 127,692 127,510

91,383,065 91,443,421 91,166,120 90,827,260 90,464,031

885 880 877 871 867

585,750 588,489 590,946 592,174 593,659

127,757 127,757 127,771 127,692 127,510

78,798,821 79,329,866 79,907,212 80,447,842 80,811,945

平成２１年

１位（同順位１県） ２位

平成２１年

1.04 1.04 1.03

平成２０年平成１７年 平成１８年

1.47 1.46

平成１９年

1.58

１位（同順位１県） １位（同順位１県）

1.41

注２　車両保有率とは、車両を県民（免許人口）何人に１台保有しているかという割合で、平成２１年の場合、県民１．０３人に１台保有している。

運転免許保有
率　（人）

山梨

全国平均
人口（千人）

1.40
車両台数（台）

１位（同順位１県）

1.61

1.40

1.50 1.48

全国順位

1.04

注１　山梨県警察本部資料

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年

１７　　運転免許保有率の推移

1.411.40

免許人口（人）

６位（同順位２県） ５位（同順位１県）

1.60 1.59

全国順位 ６位（同順位２県）

1.62

注２　運転免許保有率とは、運転免許を県民何人に１人が保有しているかという割合で、平成２１年の場合、県民１．４６人に１人が保有している。

１６　　車両保有率の推移

５位（同順位１県） ４位（同順位２県）

注１　山梨県警察本部資料

1.51
免許人口（人）

全国平均
人口（千人）

人口（千人）

車両保有率
（人／台）

山梨
人口（千人）

1.04
車両台数（台）

１５　　高齢化率の推移

注1　全国値の昭和４５年～平成１７年は国勢調査、平成２２年～４２年は国立社会保障・人口問題研究所の中位推計による。

注２　県数値の昭和４５年～６０年は国勢調査、平成２年及び７年は老人福祉基礎調査、平成１２年及び１７年は国勢調査、平成２２年は高齢者福祉

　　基礎調査、平成２７年～４２年は国立社会保障・人口問題研究所の中位推計による。
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18　　本県の社会資本の整備水準

注　「山梨県社会資本整備重点計画」資料

生活排水クリーン処理率

土石流危険渓流概成率

急傾斜地崩壊危険箇所概成率

地すべり危険箇所概成率

山地災害危険箇所着手率

国県道改良率

街路整備率

農道整備率

林道整備率

河川整備率

下水道、農業集落排水処理施設、合併処
理浄化槽の整備済み人口割合(H20年3月)

土石流が発生する恐れがある渓流（土石
流危険渓流Ⅰ）のうち施設整備により概ね
安全が確保された箇所の割合(H19年3月)

崩壊する危険のある急傾斜地（崩壊危険
箇所Ⅰ）のうち対策施設整備により概ね安
全が確保された箇所の割合(H19年3月)

地すべり危険箇所のうち、対策施設整備
により目標安全率を概ね満足した箇所の
合(H19年3月)

山地災害の恐れがある箇所（山地災害危
険地区）のうち、整備に着手した箇所の合
(H19年3月)

県管理道路延長に対する、道路改良済み
延長（幅員5.5m以上の2車線道路で施工
当時の構造令に合致）の割合(H19年4月)

都市計画決定された道路延長のうち、一
般の用に供している道路延長の割合(H19
年3月)

幅員4.0m以上の農道のうち、整備済み延
長の割合(H19年8月)

森林面積から必要とする林道のうち、整備
済延長の割合(H19年10月)

時間雨量50mm程度の降雨でも氾濫しない
河川延長の割合(H19年3月)
※全国の整備率は「洪水による氾濫から
守られる区域の割合」を表わし、本県の整
備率とは定義が異なる
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